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委員会のうごき 

平成２１年（２００９年）５月 

「やしお市議会だより」は、新聞折り込みでお届けしています。市役所、八潮駅、お近くの公共施設などでもお受け取りになれます。 

民
経
消
防
常
任
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

建
設
水
道
常
任
委
員
会 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

葛西用水（市内）にて 

編 集 

後 記 
議会報編集委員会から 

議
　
　
案 

陳
　
　
情 

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
２１
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
、
八
潮
市
長
等
給
料
特
例
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
な
ど
５
議
案
の
あ
わ
せ
て
７
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
関
連
で
は
、
「
学
校
給
食
費
の

現
金
徴
収
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
」と
の
質
疑
に
対
し
て
、

「
平
成
２０
年
度
に
お
い
て
、
試
験
的

に
八
條
北
小
学
校
と
八
條
中
学
校
の

２
校
で
実
施
し
収
納
率
は
、
平
成
１９

年
度
２
月
末
現
在
で
、
八
條
北
学
校

で
は
、
９８
・
２２
％
、
八
條
中
学
校
で

は
、
９４
・
９２
％
で
あ
っ
た
が
、
平
成

２０
年
度
２
月
末
現
在
で
、
八
條
北
小

学
校
で
１
０
０
％
、
八
條
中
学
校
で

は
、
９８
・
８４
％
の
収
納
率
で
あ
り
、

大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
現
金
徴
収
し
た
場
合
の

教
職
員
の
負
担
は
ど
う
な
の
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
て
、
「
学
校
業
務
が

多
忙
の
中
で
現
金
を
取
り
扱
う
こ
と

は
事
務
の
負
担
が
増
え
る
の
で
、
教

育
委
員
会
の
支
援
と
し
て
は
、
学
校

教
育
部
全
体
で
取
り
組
ん
で
、
時
に

は
教
育
長
自
ら
出
向
く
こ
と
も
あ
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
八
潮
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
は
、
意
見
と
し
て
、
「
地
方
公
務

員
法
第
５５
条
で
は
、
協
定
は
地
方
公

共
団
体
及
び
職
員
団
体
の
双
方
に
お

い
て
、
誠
意
と
責
任
を
持
っ
て
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

今
、
斡
旋
中
の
事
項
に
つ
い
て
の
条

例
案
を
こ
こ
で
私
た
ち
が
採
決
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な

立
場
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
討

論
す
る
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
の
意
見
と
し
て
は
、
「
職
員
の

給
与
カ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
最
後
の

最
後
の
手
段
だ
と
思
う
。
し
か
も
、

組
合
と
の
合
意
が
で
き
て
い
な
い
段

階
で
議
案
を
提
出
し
て
く
る
と
い
う

の
は
、
信
義
則
違
反
に
あ
た
る
と
思

う
。
し
か
も
斡
旋
中
と
い
う
こ
と
も

伺
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
、

こ
の
議
案
を
取
り
下
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
以
上
の
見
地
か
ら
こ

の
議
案
を
審
議
す
る
の
で
あ
れ
ば
反

対
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

八
潮
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
６
議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。 

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）な
ど
の
補
正
予
算
関
係
５
議
案
、

平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予
算

の
分
割
付
託
を
は
じ
め
と
す
る
予
算

関
係
８
議
案
、
そ
の
他
、
八
潮
市
緑

の
基
金
条
例
に
つ
い
て
な
ど
３
議
案

の
あ
わ
せ
て
１７
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
上
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て
で
は
、
「
事
業

収
益
が
前
年
度
と
比
較
し
て
、
１
・

７
％
減
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
水
の

使
用
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
家
庭
で

か
ま
わ
な
い
の
で
、
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、「
一

般
分
で
す
が
、
２
月
調
定
分
は
１
万

７
４
３
３
件
で
、
水
量
が
９２
万
７
７

４
９
裙
で
す
。
金
額
に
し
て
１
億
７

７
９
６
万
３
４
２
３
円
で
す
。
去
年

の
２
月
と
比
較
す
る
と
生
活
用
と
し

て
、
水
量
は
１
万
８
０
３
裙
、
増
え

て
い
る
。
金
額
に
す
る
と
２
３
６
万

５
５
７
７
円
の
増
加
で
、
家
庭
用
を

累
計
す
る
と
１
万
４
１
４
８
裙
、
金

額
に
し
て
１
９
０
万
５
２
２
８
円
で

す
。
調
定
の
累
計
で
い
く
と
水
の
量

で
い
く
と
１５
万
１１
裙
の
減
。
金
額
に

し
て
４
３
０
０
万
９
５
３
円
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
「
建
築
確
認
申
請
手

数
料
に
つ
い
て
は
、
民
間
機
関
で
も

可
能
と
な
っ
た
関
係
で
、
手
数
料
収

入
が
少
な
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
１

年
間
で
市
内
で
申
請
さ
れ
る
確
認
件

数
と
、
そ
の
う
ち
市
が
行
う
確
認
件

数
は
何
件
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
「
平
成
１９
年

度
決
算
時
の
も
の
で
す
が
、
市
で
確

認
し
た
件
数
が
３８
件
、
民
間
の
検
査

機
関
で
確
認
し
た
件
数
が
３
３
２
件
、

合
計
で
３
７
０
件
、
民
間
へ
の
申
請

率
が
約
９０
％
で
す
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

１７
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

　
３
月
１０
日
、
議
会
運
営
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
「
八
潮
市
議
会
議
員
定

数
削
減
を
求
め
る
請
願
書
」
の
審
査

を
行
い
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。 

 

■
国
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
生
じ
る
問

題
に
関
す
る
陳
情 

陳
情
者
住
所
　
さ
い
た
ま
市
緑
区
芝

原
３
―
１５
―
７ 

陳
情
者
　
徳
永
　
ま
ゆ
み 

 

■
議
案
第
４２
号
　
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て 

６
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
に
、
戸
代
谷
　
伊

男
氏
（
と
よ
た
に
　
い
ね
お
、
大

字
八
條
１
６
４
５
番
地
４
）
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
な
ど
の
補
正
予
算
関
係

３
議
案
、
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
予
算
の
分
割
付
託
を
は
じ
め
と

す
る
予
算
関
係
５
議
案
、
そ
の
他
、

八
潮
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
に
つ
い
て
な
ど
１１
議

案
の
あ
わ
せ
て
２０
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
の
関
連
で
は
、
「
八
潮
駅
周
辺
の

道
路
は
夜
間
に
暗
く
て
危
険
だ
と
い

う
声
を
聞
く
が
、
道
路
照
明
灯
の
設

置
要
望
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
て
、
「
平
成
２０
年
度

に
つ
い
て
は
年
間
で
１５
件
程
度
の
要

望
が
あ
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
「
明
る
く
て
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
を
使
用
し
た
照
明
を
取
り
入
れ

る
考
え
は
あ
る
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
て
は
、
「
現
在
、
市
内
で
は
水
銀

灯
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
を
設
置
し
て
い

る
が
、比
較
す
る
と
７
倍
程
度
の
設

置
コ
ス
ト
が
か
か
る
。耐
久
性
が
高

い
な
ど
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
利
点
は
承

知
し
て
い
る
が
、
照
明
灯
自
体
が
未

設
置
の
場
所
も
多
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
そ
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
平
成
２１
年
度
八
潮
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
で
は
、

意
見
と
し
て
、
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
の
間

で
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
議
論
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
制
度
が
で

き
て
間
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
は
次
か
ら
次
へ
と
制
度
を
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
反
対
い
た
し
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

２０
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

※
　
八
潮
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
民

経
消
防
常
任
委
員
会
は
福
祉
環
境
常

任
委
員
会
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。 

　
５
月
に
入
り
、
街
の
木
々
の
緑
が
ま
ぶ

し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

　
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
新
年
度
が
始
ま
り
、
約
１
ヵ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
新
し
い
環
境

（
職
場
・
学
校
等
）
を
迎
え
た
方
々
も
、

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
基
本
」

を
大
切
に
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。 

　
さ
て
、
百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
て
い
る

「
経
済
不
況
」
の
影
響
に
よ
り
、
国
内
の

経
済
は
先
の
見
え
な
い
状
況
で
、
ま
だ
閉

塞
感
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
市
の
財
政
状
況
は
今
後
も
厳

し
い
状
態
が
続
く
事
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時

期
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
て
、
「
前
例
主
義
・
踏
襲
主

義
」
に
拘
ら
な
い
行
政
経
営
を
進
め
る
時
だ
と
考
え
ま
す
。 

　
市
民
か
ら
選
挙
に
よ
っ
て
負
託
を
受
け
た
議
員
で
構
成

す
る
議
会
と
し
て
も
、
執
行
部
と
共
に
「
議
論
」
を
重
ね

て
「
市
民
の
目
線
」
で
行
政
経
営
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
田
　
和
宏
） 


